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■
南
都
八
景
を
手
掛
か
り
に

　
以
前
、
奈
良
女
子
大
の
公
開
講

座
で
、
来
て
下
さ
っ
た
方
々
に

「
南
都
八
景
」（
左
表
）
に
つ
い
て

尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
皆
さ
ん
、

歴
史
好
き
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、

南
都
八
景
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。
だ
が
、
八
つ
の
風
景
す

べ
て
の
伝
承
地
を
知
る
人
は
い
な

か
っ
た
。
と
く
に「
轟
と
ど
ろ
き

橋
」
と「
雲

井
坂
」
が
分
か
ら
な
い
。
い
ず
れ

も
、
現
在
の
奈
良
県
庁
の
東
側
。

間
近
に
「
轟
橋
」
と
「
雲
井
坂
」

の
小
さ
な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

室
町
時
代
が
起
源
と
い
わ
れ
る
南

都
八
景
は
狭
い
範
囲
に
、
そ
の
伝

承
地
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
見
立
て
が
流

行
す
る
。
こ
の
状
況
を
見
た
文
学

者
、
小
島
烏う

す

い水
（
1
8
7
3
〜

1
9
4
8
）
は
「
従
来
の
近
江
八

景
や
日
本
三
景
式
の
ご
と
き
古
典

的
風
景
美
は
一
蹴
さ
れ
た
感
が
あ

る
」
と
驚
い
た
ほ
ど
だ
。

　
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
に
、

東
京
日
日
新
聞
社
と
大
阪
毎
日
新

聞
社
と
い
う
東
西
の
二
大
新
聞
が

主
催
し
た
「
新
日
本
八
景
」
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日

本
中
か
ら
、
9
3
0
0
万
通
の
郵

便
投
票
が
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
ら

が
投
票
し
た
風
景
の
上
位
は
い
ず

れ
も
、「
山
岳
」「
渓
谷
」「
瀑
布
」

「
温
泉
」「
湖
沼
」「
河
川
」「
海
岸
」

「
平
原
」
な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

自
然
美
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
、

新
聞
社
が
読
者
投
票
に
よ
り
選
ん

だ
「
日
本
二
十
五
勝
」
や
「
日
本

百
景
」
も
自
然
美
ば
か
り
。
も
は

や
、
南
都
八
景
風
の
し
っ
と
り
と

し
た
情
緒
は
な
い
。

■
見
立
て
の
系
譜

　
と
は
い
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風

景
に
な
ぞ
ら
え
た
日
本
ア
ル
プ
ス
、

日
本
ラ
イ
ン
と
い
う
見
立
て
は
、

実
は
、
南
都
八
景
の
そ
れ
と
も
、

つ
な
が
る
。
風
景
の
借
用
、
転
用

と
呼
ん
で
も
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
○
○
銀
座
、
小
京
都
、
○
○

の
軽
井
沢
、
○
○
の
芦
屋
（
私
が

住
む
学
園
前
は
「
奈
良
の
芦
屋
」

と
呼
ば
れ
る
ら
し
い
）
…
商
業
が

盛
ん
だ
っ
た
戦
前
の
米
子
（
鳥
取

県
）
が
「
山
陰
の
大
阪
」
と
呼
ば

れ
た
こ
と
、
北
海
道
で
は
比
較

的
暖
か
い
道
南
の
伊
達
が
最
近
、

「
北
海
道
の
湘
南
」
と
名
付
け
ら

れ
た
こ
と
な
ど
、
風
景
の
見
立

て
の
系
譜
は
脈
々
と
続
く
。

か
り
名
所
と
い
う
風
景
の
数
え
方

は
人
気
が
あ
り
、
し
か
も
日
本
独

特
と
も
い
わ
れ
る
。
香
港
、
ナ
ポ

リ
、
函
館
の
夜
景
を
、
世
界
三
大

夜
景
と
名
付
け
る
の
は
日
本
人
だ

け
で
、
イ
タ
リ
ア
人
は
、
そ
ん
な

風
景
の
と
ら
え
方
を
し
な
い
。

■
風
景
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

自
然
美

　
科
学
主
義
が
重
宝
さ
れ
る
明
治

時
代
に
入
る
と
、
情
緒
的
に
風
景

美
を
愛
で
る
こ
と
は
減
り
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
美
を
賞
賛
す
る

風
景
の
と
ら
え
方
が
重
要
に
な
る
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
志
賀

重し
げ
た
か昂
（
1
8
6
3
〜
1
9
2
7
）

の
著
作
『
日
本
風
景
論
』（
初
版

1
8
9
4
年
）
が
代
表
だ
ろ
う
。

志
賀
に
よ
れ
ば
、
自
然
が
作
り
出

し
た
、
世
界
に
誇
る
べ
き
多
様
な

自
然
美
が
日
本
中
に
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
欧
米
の
自

然
美
に
対
抗
し
う
る
、
日
本
の
自

然
美
こ
そ
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
。
欧
米
列
強
に
伍
し
、
脱
亜

入
欧
を
目
指
す
時
代
の
雰
囲
気
が

後
押
し
し
た
。
こ
の
時
代
、
日
本

ア
ル
プ
ス
、
日
本
ラ
イ
ン
、
日
本

各
地
に
見
出
さ
れ
る
○
○
富
士
…
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風
景
を
め
ぐ
る

見
立
て
の
系
譜

「
南
都
八
景
」を
手
掛
か
り
に

講
師
　

内
田
忠
賢（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）

日
本
に
は
、特
別
な
風
景
を

三
景
、八
景
と
、と
ら
え
る
伝
統
が
あ
る
。

そ
し
て
、あ
る
風
景
を

他
所
の
風
景
に
な
ぞ
ら
え
る
、

見
立
て
の
伝
統
も
あ
る
。

奈
良
ガ
イ
ド

大
学
的

続
・

続
・

　
で
も
、
場
所
が
何
処
だ
っ
た
か

は
、
ど
う
で
も
よ
い
。
注
目
す
べ

き
は
八
景
と
い
う
、
風
景
の
と
ら

え
方
だ
。
琵
琶
湖
周
辺
の
8
つ
の

美
し
い
風
景
を
総
称
し
、
近
江
八

景
と
呼
ぶ
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
横

浜
の
金
沢
八
景
、
茨
城
の
水
戸
八

景
…
い
ず
れ
も
、
中
国
江
南
（
揚

子
江
・
下
流
域
）
の
瀟
し
ょ
う
し
ょ
う湘
八
景
を

範
と
し
て
い
る
。
瀟
湘
八
景
で
は

「
夜
雨
」「
晩
鐘
」「
落
雁
」「
晴
嵐
」

「
帰
帆
」「
夕
照
」「
秋
月
」「
暮
雪
」

と
い
う
情
景
を
風
景
と
結
び
つ
け

て
、
8
カ
所
を
選
び
出
し
た
。
日

本
の
ほ
と
ん
ど
の
八
景
は
、
多
少

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
を
見
習
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
松
島
、
天
橋
立
、
宮
島

の
「
日
本
三
景
」
も
、
よ
く
知
ら

れ
た
風
景
の
と
ら
え
方
だ
。
こ
の

よ
う
に
、
情
緒
的
な
風
景
の
と
ら

え
方
、「
八
景
」
や
「
三
景
」
と
い

う
と
ら
え
方
は
、
江
戸
時
代
に
た

い
そ
う
流
行
し
た
。
現
在
で
も
、

日
本
三
大
夜
景
、
日
本
三
大
が
っ

（著者近影）
札 幌 YOSAKOI
ソーラン祭りを調査
中（というか、毎年、
出場しています）

表　南都八景
① 猿沢池の「月」

② 春日野の「鹿」

③ 東大寺の「鐘」

④ 三笠山の「雪」

⑤ 轟橋の「行人」

⑥ 南円堂の「藤」

⑦ 雲井坂の「雨」

⑧ 佐保川の「蛍」
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